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たたきなかな

欝をかけ慧撃。
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※胸骨圧迫を開始する前に、倒れている

人の□と鼻に、ハンカチやタオル等が

あればかぶせましょう。

入工呼畷を行わず
胸骨厘進を続けます。

胸骨圧迫30回
人工呼吸 2回
※ためらう時は胸骨
圧迫のみ続けます。

A蘊彦■彎馨鰺賑たら

に源畿入れ、

鑢綺 :こ畿簸ヽ繹作し慧警。

饒核へ術≪?数量車を呼ぶ?迷つたら…
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駿該憑選籐震とA騒診撥送を

大声で同いの人‡こ
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依頼します。

※意識・呼吸の確認時

感染症流行時は顔を近づけ

すぎないようにしましょう。
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鶉とはT鰊靱鬱畿
桑鵞攣藪%でR験す。
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徊蜀糞ん鯰寵、

強く、畢く、鑢え趙なく

ま檸しよ宥。
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